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研究成果の概要（和文）：本研究では，発達障害のある幼児期，学齢期の子どもに対して，「読み書きスキル」
「社会スキル」の双方に関するコンピュータを活用した学習・発達支援教材を開発し，それを大学研究室および
家庭内で継続的に実施し，その学習効果を，縦断的に分析することを目的とした。効果が実証された支援プログ
ラムを、包括的発達支援プログラムとして統合した。介入研究を実施した結果、「読み書きスキル」「社会スキ
ル」に含まれる適切な多様な行動に焦点を当て、学習機会を最大化し、高密度で強化すること、および、実証さ
れた支援方法をコンピュータに実装し、毎日家庭で実施してもらうことで、その獲得、般化、維持がなされるこ
とが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：We newly developed computer-based teaching programs for establishing 
reading-writing skills and social skills with stimulus-paring, video modeling and feedback in 
children with developmental disabilities.  We integrated both of the programs into a comprehensive 
developmental support program with hierarchical structure and flowchart branch for preschool and 
school-aged children. We conducted the intervention at university laboratory and at home 
consecutively and evaluated the effect of the program. The results showed that the following 
intervention procedures using a computer-based teaching program were effective for the acquisition 
of skills; focusing on appropriate behaviors, maximizing learning opportunities, and providing 
intensive reinforcement. Application of the computer-based teaching program at home facilitated the 
generalization and maintenance. These results are discussed in terms of the provision in the 
community via internet for dissemination of developmental support.

研究分野： 臨床発達心理学
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１．研究開始当初の背景 
本研究では，発達障害のある幼児期，学齢

期の子どもに対して，「読み書きスキル」「社

会スキル」の双方に関するコンピュータを活

用した学習・発達支援教材を開発し，それを

大学研究室および家庭内で継続的に実施し，

その学習効果を，縦断的に分析することを目

的とした。効果が実証された「読み書きスキ

ル」「社会スキル」支援プログラムを統合し、

包括的発達支援プログラムとしてまとめる。

そのプログラムを、子どもの教育的ニーズに

合わせて最適化できる柔軟な分岐型・階層型

の構造をもつプログラムとして統合し、就学

前の幼児に適用し、就学後のフォローアップ

を行う。 

コンピュータによる学習支援、発達支援で

重要なのは、子どもの直接的な反応を必要と

せずに、刺激を見せる、聞かせるだけで、学

習が促進されるプログラムである。そのよう

なプログラムが完成すれば、e-Learning とし

て、家庭での実施が容易になり、子ども、養

育者に負担を与えないで学習を支援するこ

とができる。この観点から、「読み書き学習

支援」「社会スキル学習支援」のためのプロ

グラムを開発し、その効果を実証する。 

「読み書きスキル」学習支援研究としては，

「刺激ペアリング手続き」を基本として、

「絵・画像の命名」「文字・単語読み」「文章

理解」「文章表現」のカリキュラムで構成さ

れるコンピュータ支援教材を作成し、その効

果を評価する。 

「社会スキル」発達支援研究としては，一

般的なコミュニケーションに関する「一般社

会スキル」、および学校生活で必要な「学校

社会スキル」に関するモデルビデオを作成し、

「ビデオモデリング」の効果を評価する。ま

た、他者とのコミュニケーション場面におけ

る「行動調整スキル」に関しては、その際の

本人自身の行動を撮影した映像を直後に視

聴させ、フィードバックする「ビデオフィー

ドバック」の効果を評価する。 

包括的な介入研究として、大学のラボでの

１週間に１回の集中支援、および、コンピュ

ータに実装した「読み書き学習支援プログラ

ム」、「社会スキル支援プログラム」を毎日、

家庭で実施してもらうことで、短期間で大き

な効果が得られるかを検討する。 

「読み書きスキル」「社会スキル」とも、適

切な行動に焦点を当て、学習機会を最大化し、

高密度で強化することでその獲得を促し、そ

れらのスキル支援方法をコンピュータに実

装し、毎日家庭で実施してもらうことで、般

化、維持を促す。研究全体をまとめ、学習支

援・発達支援の予防支援としての効果を検討

する。 

 
２．研究の目的 
（１）発達障害児の読みについて、視線追跡

装置を用いて、その神経科学的特徴を調べ、

それに対応する支援方法を構築することを

目的にした。 
 
（２）漢字の学習のためのコンピュータ支援

指導プログラムを開発し、その効果を評価す

ることを目的とした。 

 

（３）自閉スペクトラム症児と定型発達児を

対象に、「刺激ペアリング」手続きによって、

英語のスペリングの獲得がなされるかを検

討することを目的とした。 

 

（４）これまで、読み書きの学習支援でタ

ブレット端末を使った実践、研究は多いが、

社会スキルの支援に用いた研究は少なかっ

た。社会スキル支援に効果的な映像の活用

方法を検討することを目的とした。 
 
（５）実際の会話場面で、適切な着席、姿勢

保持の促進条件を検討した。 
 
（６）発達障害児を対象に、就学移行のため

の総合的なアセスメントと支援を実施し、そ

の効果を分析することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
（１）発達障害児が、長文を読んでいる時の

視線反応を、視線追跡装置で計測し、読みの

正確性、流暢性、読み理解の関係を調べた。

語、文節、文への視線追跡を支援するコンピ

ュータ支援プログラムを開発、適用すること

で、読みの正確性、流暢性、読み理解が促進

されるかを検討した。 



 

（２）各試行において、視覚刺激としての漢

字を提示し、同時に聴覚刺激としてその読み

を対提示した。２つの刺激の対提示の直後に

絵を提示することで、「意味」を付与する「刺

激ペアリング」手続きを含んだプログラムと

した。１０漢字を１セットとし、小学校低学

年の発達障害児に適用した。 
 

（３）「継時的刺激ペアリング」を適用し、

日本語単語と英単語と順次提示することで、

英語のスペリングの獲得がなされるかを検

討した。 
 

（４）コンピュータ支援教材として、タブレ

ット端末を用いて社会スキルの指導を行っ

た。一般的なコミュニケーションに関する

「一般社会スキル」、および学校生活で必要

な「学校社会スキル」に関するモデルビデオ

を作成し、「ビデオモデリング」の効果を評

価した。 

 

（５）タブレット端末を用いて、対人相互作

用場面における子ども自身の行動を撮影し

ておき、その行動が出現した直後に映像とし

て子ども自身に示し、行動のフィードバック

を行う「ビデオフィードバック」訓練の有効

性を評価した。 

 

（６）評価指標として、発達障害児の行動と

同時に、これまで開発した「小学校1年生で

必要とされる行動チェックリスト」、「保護

者へのインタビュー」、「保護者ストレス尺

度」を実施した。開発した「学校適応のため

の包括的就学移行支援プログラム（Keio 

School Start Program: KSSP）」を、発達障

害児に適用した。集団活動の基礎となるス

キル獲得のため、個別課題を週１回実施した。

「社会スキル」、「読み」、「行動調整」な

どをターゲット行動とした。 

また、獲得した行動の定着をはかるため

家庭でも取り組んでもらえるよう「コンピ

ュータ支援指導教材」を開発・統合し、タ

ブレット型PCに実装し、保護者がそれを用

いて家庭で支援を行った。同時に、学校シ

ミュレーション場面を設定して、集団指導

を実施した。「読み聞かせ」、「経験した

ことの発表」、「質問応答」、「共通の趣

味をめぐる会話」、「姿勢・注意保持」、

「共同運動」などをターゲット行動とした。   
 
４．研究成果 

（１）その結果、各単語の読みの正確性、流

暢性、読み理解は、定型発達児と同等であっ

たが、長文の読みに関しては、視線が文から

はずれることが多く、それが流暢性と理解を

阻害している可能性が示された。 

そのため、文を、文節単位で、コンピュー

タ画面に提示し、ひとつの文節読みが完了し

てから、次に進む練習プログラムを開発し、

実施した。その結果、文全体読み指導（全て

の文をディスプレイ上に提示し、読んでもら

う条件）と文節単位読み指導（１文節のみを

提示し、それを読んでから次の文節が提示さ

れることを繰り返す条件）との比較を行った。

その結果、意味のまとまりを明確にした文節

を単位として、その読みを繰り返すことで、

読みの正確性、流暢性、理解が促進された。 
 

（２）その結果、少ない刺激ペアリング訓練

で、全問正解に到達した。本研究で開発した

コンピュータによる発達・学習支援教材では、

「漢字、読み音声、絵」を同時にまた時間的

に近接させて提示することで、直接的な選択

反応を求めなくても、漢字の読みと意味の理

解がなされた。 

このように、刺激をほぼ同時に提示するだ

けで、その間の関係が獲得されることがわか

ったことで、発達障害児に負担を与えずに学

習を進めることができるコンピュータ支援

教材の構成法が明らかになった。 

 

（３）その結果、障害の有無にかかわらず、

日本語単語→英単語の継時提示の方が、英単

語→日本語単語に比べて、速く学習基準に達

した。 

 「継時的刺激ペアリング」によって、書く

行動が獲得されたのは、あらかじめ視写など

のスキルがあったからであると考えられる。

本研究の結果は、行動レパートリーの形成と

刺激間関係の形成を、別々に獲得させ、それ

ぞれが獲得された後に、それらを統合すると



いう指導方法の有効性を示唆している。 
 

（４）その結果、家庭で、多くの社会スキル

のビデオ映像を含んだビデオモデリングを、

タブレット端末を見ながら実施してもらう

ことで、適切な言語コミュニケーションが拡

張した。 

 

（５）その結果、自分の行動を自分自身でモ

ニターすることが有効であることがわかっ

た。すでに、社会スキルのいくつかが、行動

レパートリーにある場合には、実際の場面で

の「ビデオフィードバック」が有効であるこ

とが示された。 

 

（６）その結果、大人の過剰な言語刺激が問

題行動を生み出していたことがわかった。

「指示→行動→強化」の繰り返しにより、適

切な行動が安定して出現するようになった。 

同時に問題行動（離席、かんしゃくなど）

が減少した。フォローアップの結果、それら

の行動は、就学後も維持された。幼児期から

の発達支援が、小学校期での適応、発達、

学習に有効に働くことが示された。 

包括的発達支援研究の結果、以下のことが

明らかになった。①多様な「学習ユニット」

をつくりだし、適応行動全てをターゲット行

動とすること。②時間当たりの先行刺激・行

動・後続刺激の「学習ユニット」を高密度で

成立させる「高率指示従事行動連鎖」を活用

した指導方法。③興味のある教材を活用する

動機づけ操作。④家庭で毎日実施することに

よる、行動の流暢性、般化、維持の促進。 
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